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人間親和性を持つ音響反応装置の研究 I

























































































































































































(3) :パワ スーペクトル の 計算
(4):スペクト ル密度のプロッ ト
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SELECTandENTERjobNo.=































日) : スペクトルパター ンの作成
(2): スペクトルパター ンの表示
(3) : スペクトルパタ-ンの経論
(4) : フレー ムバク-ンの柑論
(5) : 全パター ンの同時推論
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フ~レ-ム時間軸上のパターン 感応/感性 対応する叫び/擬態語 対応する音曲/音響
警戒 ガチャン､ドカン､.バン､ボン 破壊､破裂､打撃音
警告 ブ-､ビー､ピー､ワ一､-{｣ ､キー 警笛､叫び
恐れ､怒り ギヤーツ､ウオーッ､カーッ､ウワ-ツ 悲鳴､叫び






























































































ニ ュ ー一一一一 ー -: I
人の叫び声
図22 警戒音のフレーム時間パターンの微分曲線
いずれにもプラス側のピークがあり､次にマイ
ナス側の鋭いピークあるいはなだらかなど-クが
あり､これらが警戒感の生起に強い関係をもって
いるとみられる｡
4.おわりに
本報告では主として､音響の感応/感性とラン
ニングスペクトルパターンとの関係を分析した｡
以上により､ステップ3のファジイ理論による感
応/感性評価方法の研究-と橋渡しされる｡
本研究は､(財)長野県テクノ-イランド開発機
構および(財)浅間テクノポリス開発機構から研究
助成を受けて行なったものです｡関係各位に深く
感謝いたします｡
(まつばら くにひこ 教授)
(1994.4.1 受理)
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